基礎現代化学(遠藤泰樹)過去問2011解答

（※予想解答です。間違いがありましたらご指摘下さい。）

第1問

(a)…ヘリウム、(b)…ビッグバン、(c)…恒星、(d)…C、(e)…CNOサイクル、(f)…鉄、(g)…超新星

(h)…古典、(i)…波、(j)…量子、(k)…干渉、(l)…量子数

(m)…波動、(n)…1ｓ、(o)…1ｓ
第2問

(1)
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(2)
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※ここまで詳しくやる必要はありませんが。

(3)

両端のC原子はsp2混成、中央のC原子はsp混成である。
(4)

1,2-ジクロロエチレンは二重結合があるため、炭素原子間で回転することが出来ず、互いに移り変わることが出来ない。

(5)

1,2-ジクロロエチレンの炭素間結合は、結合性π軌道がHOMO、反結合性π軌道がLUMOであり、紫外線が照射されると電子が反結合性π軌道に移るため、π結合が切れて単結合になる。すると、炭素間で回転が可能になり、trans型とcis型の間で移り変わることが出来る。

(6)

(a)…4、(b)…6
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第3問

(1)

[image: image4.wmf]]

[

10

4.6

10

4.57

10

656

10

3.0

14

14

9

-

8

Hz

´

=

´

=

´

´

＝

λ

ｃ

ν＝



[image: image5.wmf]]

[

10

3.0

10

3.01

10

656

10

3.0

10

6.6

E

19

-

19

-

9

-

8

-34

J

´

´

´

´

´

´

÷

ø

ö

ç

è

æ

＝

＝

＝

λ

ｈｃ

＝

＝ｈν



[image: image6.wmf](

)

]

[

14

13.5

10

1.6

3

1

-

2

1

1

-

19

-

-1

2

2

eV

E

E

ion

＝

＝

´

´

÷

ø

ö

ç

è

æ

´

=


(2)

右(が着色)：左は紫外線を吸収するが、右のようにπ共役系が長くなってくると青色光を吸収し始め、赤色に着色する。
第4問

(1)
(ⅰ)
(a)1、(b)3、(c)1、(d)2

(ⅱ)
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(ⅲ)
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(ⅳ)

(a)反応で吸収される紫外光(~242nm) のおかげでオゾンが生成され、そのオゾンが(c)反応によって有害な紫外光(240～320nm)を吸収してくれるため、地上に降り注ぐ量が減少し、生命が活動できる。
(2)
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(3)

分子の衝突頻度(分子の速度、分子の運動エネルギーも可だと思いますが、衝突頻度の方が本質的であると考えられます。) 
(4)
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右辺第1項は、外界の乱雑さによるエントロピーの増加、右辺第2項は、系の乱雑さによるエントロピーの増加を表す。熱力学第２法則によると、自発的過程では全体の乱雑さが増大するので、右辺が正のとき自発的に反応が起きる。したがってΔG＜０のときに自発的に反応が進む。
第5問
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親水基同士の静電相互作用と疎水基同士の相互作用によって集合し、親水基を外側に向けて水分子との間で弱く結合して、細胞膜は出来ている。
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